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二〇一八年習近平政権の「内憂外患」 

澁谷 司 

（拓殖大学海外事情研究所教授） 

 

はじめに 

 

昨二〇一八年は、習近平政権にとって「内憂」と「外患」に見舞われた一年

だった。「内憂」とは景気後退および「アフリカ豚コレラ」の蔓延である。ま

た「外患」とは、「米中貿易戦争」を指す。本稿では、中国内外の両面から習

近平政権の苦境を明らかにする。そして、今年（二〇一九年）の中国経済動

向にも注目したい。 

 

１．一向に回復しない中国の景気 

 

よく知られているように、北京政府の発表する多くの数字はあてにならな

い。 

かつて張五常（Steven N. S. Cheung）がその理由を喝破（１）した。①中

国総人口中、約三分の一は流動人口だが、その「流民」の収入計算が難しい、

②（基本的に）中国農民は税金を払う必要がなく、その重要な資料が欠如し

ている、③地方の税収やその他の数字は、皆、上部から指示された数字を使

う。その数字を達成しないと“奨励金”がもらえないので、虚偽の報告をす

る（なお、超過しても虚偽の報告をするという）。 

だが、数字の全部が全部、デタラメというわけではないだろう。どれがい

い加減でどれが本当かを見分ける必要がある。また、趨勢ならば、ある程度

見当がつく。 

我が国の識者の中には、中国経済を「オールド・エコノミー」と「ニュー・

エコノミー」に分けて後者だけに着目し、同国経済が発展していると見る人

がいる。しかし、郎咸平（香港中文大学名誉教授）が鋭く指摘（２）したよ

うに、中国の「ニュー・エコノミー」は単なる“虚飾”ではないか。実態経

済の製造業が衰退すれば、必ず国力は衰えるだろう。 

さて、「ウキリークス」によれば、二〇〇七年、当時、遼寧省トップだった

李克強（現、首相）が、米外交官に、“同省”の数字で信頼に足るのは、①エ

ネルギー消費量、②貨物輸送量、③銀行の貸付残高の三つぐらいだと語って

いる。そこで、それらが「李克強三指標」と呼ばれるようになった。 

ただ、これらの数字を“全国”に当てはめてみて、それが真実に近いと言

えるかは疑問がある。だが、「李克強三指標」を使用してみるのも一法だろう。



2 

 

なお、本稿では、エネルギー消費量と近似する発電量を使用する。また、発

電量と GDPを比較した。また、銀行の貸付残高には、同時に M2も加えている。 

 

（図表 1） 

 

 

 

 

（図表 2） 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

発電量 12.3 12.0 5.8 8.9 6.7 -3.0 5.6 5.7 7.7

GDP 10.6 9.5 7.9 7.8 7.3 6.9 6.7 6.9 6.6

（出所：中国国家統計局HP）

中国の発電量とGDPの推移（2010年～2018年）単位：％

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

成長率（％） 9.3 12.2 10.5 19.6 7.6 15.0 11.8 9.3 -2.6 -5.0 5.7 9.3

貨物輸送量 200.8 225.3 249.0 297.7 320.3 368.5 412.1 450.6 439.1 417.1 440.4 479.0

（出典）中国国家統計局HP。

中国の貨物輸送量の推移（2006年～2017年）単位：億トン
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（図表 3） 
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2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

人民元・外貨貸付残高 42.56 50.92 58.19 67.29 76.63 86.79 99.35 112.06 125.61

M2 60.62 72.58 85.16 97.42 110.65 122.84 139.23 155.01 167.68

（出典）中国人民銀行「財務統計レポート」（各年）/M2＝現金通貨と国内銀行等に預けられた預金の合計。

中国の人民元・外貨貸付残高とM2の推移（兆元）
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仮に、これらの数字が正しい（あるいは、真実に近い）ならば、二〇一五

年の GDPはマイナス成長だった公算が大きい。発電量と貨物輸送量がマイナ

ス成長だからである。 

他方、なぜか銀行の貸付残高と M2 が毎年ほとんど変わらず伸長している。

不景気にもかかわらず、銀行の貸付残高と M2が増え続けるというのは、企業

や個人の借金だけが増大していると考えられよう。 

一方、中国経済の“三つのエンジン”と称される①投資、②消費、③貿易

は、習近平政権発足以来、 ①投資と②消費がずっと右肩下がりである。 

頼みの③貿易（特に輸出）に関しては二〇一三年、一四年は低空飛行なが

ら、まがりなりにも成長を続けていた。だが、一五年、一六年と全年を通し

て、ほぼ前年比マイナスを記録している。しかし、一七年初頭から一八年（第

三四半期まで）貿易に関する数字は回復した。 

 

（図表 4） 

 

 

 

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
成長率
（％）

30.4 25.7 24.0 20.7 19.4 15.0 10.0 8.1 7.2

固定資
産投資

19.3920 24.3798 30.2396 36.4854 43.5747 50.1265 55.1590 59.6501 63.1684

（出典）中国国家統計局HP。

中国の固定資産投資の推移Ⅱ（2009年～2017年）単位：兆元
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（図表 5） 

 

 

 

（図表 6） 

 

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年(2)

年平均成長率(1) 13.1 12.0 10.7 10.4 10.3 9.0

中国の消費伸長の推移（2013年～2018年）単位：％

（出所）中国国家統計局HP。(1)1月と2月は春節のため、両月の平均値。
(2)2018年は1・2月～11月までの平均値。
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年平均成長率(1)
％

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年（１）

成長率（％） 7.9 2.3 -7.0 -0.9 14.2 9.9

貿易総額 25.83 26.43 24.57 24.34 27.79 22.28

輸出額 13.72 14.39 14.13 13.85 15.33 11.86

輸入額 12.11 12.04 10.45 10.49 12.46 10.42

中国の貿易総額の推移（兆元）

（出所）中华人民共和国国家统计局と中华人民共和国海关总署HPより作成。（１）ただし、2018年は1－9
月まで。
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 これらの図表から読み取れるのは、二〇一三年以降、ずっと景気が落ち込

んでいるという事実である。しかし、内需全体（①投資、②消費）が落ち込

んでいるにもかかわらず、二〇一七年以降、③貿易だけが好調なのは奇妙で

はないか。中国共産党が意図的に輸出還付金（＝輸出補助金）などで企業に

貿易を奨励している可能性を排除できない。 

最近、向松祚（中国人民大学国際通貨研究所理事兼副所長）が断定（３）

したように、向の研究グループでは、ある資料では中国 GDPの成長率は一・

六七％、もう一つの資料では、マイナス成長と結論付けている。 

周知の如く、習近平政権は、昨（二〇一八年）春から米国と「米中貿易摩

擦」を起こしている。そのため、今後、貿易も前年比割れする公算が大きい。 

仮に、これからも輸出が伸びるとすれば、北京が企業に対し輸出還付金を

かなり引き上げている（人民元を刷るため、輪転機をフル回転させている）

可能性が高い。もし、貿易が振るわなければ、中国経済の三大エンジンがす

べて停止するからだろう。 

それでも、なおかつ中国経済の先行きを楽観視する林毅夫（北京大学国家

発展研究院教授。元世界銀行主席エコノミスト）のような研究者（４）もい

る。更に、林毅夫は、中国共産党は米国に対し「目には目を、歯には歯を」

という報復関税をかけるよう主張（５）している。 

 他方、許小年（中欧国際工商学院教授）は「中国の二〇一九年の経済につ

いて、不確実なことは何もない。将来の経済動向は長い L字型を示し、この

トレンドは三～五年続く」（６）として、危機感をほとんど持っていない。 

 

２．中国経済低迷の原因 
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なぜ中国の景気が悪いのか。その主な原因を書き出してみよう。 

第一に、胡錦濤政権の負の遺産。 

①二〇〇八年「リーマン・ショック」時に、胡錦濤政権が行った莫大な投

資（７）が、今の財政赤字の元を作っている。また、周其仁（北京大学国家

発展研究院教授）がいみじくも指摘（８）したように、中国政府は全土「都

市化」を目指して多くの都市を建設し、鉄鋼・セメントを浪費した。そのた

め、ゴーストタウンが全国に点在する。 

②中国国内には過剰生産物や過剰生産施設が未だに存在し、今なお、北京

政府の財政負担（９）になっている。 

第二に、習近平政権の「反腐敗運動」と「贅沢禁止令」（いわゆる「習八条」）。 

①習主席が始めた「反腐敗運動」で、贈収賄ができなくなった。だから、

景気が冷え込んでいる。 

②同様に、「贅沢禁止令」で「官官接待」「官民接待」が難しい（１０）。そ

こで、国内では経済活動が不活発になった。 

第三に、習近平政権の「借金漬け外交」（１１）・「バラマキ外交」（１２）。 

①習政権は「一帯一路」（１３）政策で、海外で「借金漬け外交」を行って

いる。いくら外国の港湾経営権（例：パキスタンのグワダル港やスリランカ

のハンバントタ港）（１４）を獲得しても、（軍事的に意味があるが）すぐに

利益が出るかどうか疑問である。 

②「中国・アフリカ協力フォーラム」（１５）で、習政権は、巨額のアフリ

カ支援(六〇〇億米ドル＜約六・六兆円＞)（１６）を予定している。 

③台湾の「国際生存空間」を狭めるために、カネで外交を買っている。現

時点では、台湾は一七ヶ国しか正式な外交関係がない（１７）。おそらく、近

くバチカンも台湾と断交し、中国と国交を結ぶ公算が大きい。 

④昨年一〇月四日、ペンス副大統領がハドソン研究所での演説（１８）の

中で明らかにしたように、中国共産党は海外での諜報活動、宣伝活動にかな

り投資している。 

⑤中国共産党は、世界中に孔子学院（１９）を設けている。同学院では、

中国語教育を謳いながらも、同党による“洗脳”を行っている（２０）とい

う。 

第四に、習近平政権は一方では(小さな政府を目指す)「サプライサイド構

造改革」（２１）を掲げながら、一方では、鄧小平の推進した「改革・開放」

を放棄し、歴史の歯車を逆転させる社会主義・共産主義への回帰を図ってい

る。 

①「混合所有制」で、赤字基調の国有企業と黒字基調の民間企業を合併さ

せている。これでは、国有企業が民間企業の活力を奪うだけではないか。向

松祚は「民営企業家の悲観的心理拡大」（２２）と指摘している。 
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他方、張維迎（北京大学国家発展研究院教授）は、一九七八年～二〇〇三

年まで、中国は“自由主義政策”を採ったため、高度経済成長を遂げたと主

張（２３）している（だが、張は二〇〇三年～二〇一二年の間、胡錦濤政は

“官僚主義的”だったと批判した）。そして、現在の一党独裁、依然、強大な

公共部門（いわゆる「中国モデル」）が、これまで中国経済を発展させたので

はない、と暗に習近平政権の政治経済政策を非難している。 

②謝国忠（ブルームバーグ特約記者）が明言（２４）したように、北京政

府が企業に輸出還付金(＝輸出助成金)を与えている。それで、輸出の落ち込

みを防いでいる。これを続けたら、財政赤字が更に膨らむだろう。 

③習近平政権は、なかなか「ゾンビ企業」を整理できず、赤字を補填し続

けている。二〇一六年末で、二〇四一社、不良債権は三兆元（約四八兆円）

にものぼる（２５）という。また、二〇一三年の時点で、「ゾンビ企業」は①

鉄鋼業（全体の五一・四三％）、②不動産業（同四四・五三％）、③建築装飾

業（同三一・七六％）に多い（２６）という。 

これでは、いくら「ゾンビ企業」にカネをつぎ込んでも、中央政府の財政

赤字は限りなく増大するだろう。そこで、二〇一八年一二月、国家発展改革

委員会は「ゾンビ企業」整理のため通達（２７）を出した。 

結局、習政権は、「サプライサイド構造改革」を本格的に導入し、「民進国

退」(効率の良い民間企業を伸長させ、効率の悪い国有企業を縮小する)が行

われなければならない。 

だが、事は簡単ではない。「ゾンビ企業」の各社には平均五万人所属してい

ると仮定しよう。二〇〇〇社すべての「ゾンビ企業」が倒産したら、たちま

ち約一億人の失業者が出る計算になる。さらに、各従業員が三人家族だとす

れば、たちまち約三億人が路頭に迷うことになるだろう。 

そこで、呉強（政治学者）が鋭く指摘（２８）したように、習政権は民間

企業を重視する姿勢を取りながらも、実際は「国進民退」(効率の悪い国有企

業を伸長させ、効率の良い民間企業を縮小する)という真逆の政策を行ってい

る。これでは、景気が良くなるはずはないだろう。厲以寧（北京大学光華管

理学院名誉院長）はやはり構造改革の必要性を訴えている（２９）。 

ところが、今年九月一一日、呉小平という謎の人物が「民間セクターは、

公共経済発展での支援を完了し、徐々に市場を離れるべきである」という「民

間企業市場退場論」(民間企業はマーケットから退場せよ)（３０）を唱え始

めた。 

 

３．習政権を脅かす「アフリカ豚コレラ」 

 

二〇一八年八月初旬以降、東アジアでは初めて中国で「アフリカ豚コレラ」
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(African Swine Fever＝ASF。以下、ASF)が発生した。同月三日、遼寧省で発

症が確認されて以来、ASF は国内で猖獗をきわめている。一二月三一日現在、

中国三一省市（自治区を含む）中、二三省市が“陥落”（３１）した。 

豚が ASFに感染（３２）すると、四〇度～四二度の高熱が出て、食欲不振に

陥る。潜伏期間は四〜七日（最長一四日）で、猛毒の場合、六〜九日で死亡

する（毒素がそれよりも弱い場合でも一一日～一五日で死亡）。致死率は九〇

～一〇〇％である。未だ ASFを治すワクチン（３３）が存在せず、ASFは一般

の「豚コレラ」と比べて伝播が速く、恐れられている。 

ただ、幸いにも、ASFは人間等には感染せず、家畜のブタや野ブタ・山ブタ

等だけに感染する。たとえ人が同ウイルスの入った豚肉を食べても、今のと

ころ無害（３４）である。 

ASFウイルスは、冷凍された豚肉には、一〇〇〇日間、冷蔵された豚肉には、

一一〇日間も生き続ける。人が同ウイルスの入った豚肉を食べると、体外に

排泄された後、ウイルスは一一日間生きている（３５）という。 

実は、中国は世界最大の養豚国(豚の保有数は世界の半数以上)であり、かつ

世界一の豚肉消費国（３６）でもある。中国では豚肉の生産が、ほとんど国

内で消費されている。輸出入も行っているが、少量である。 

中国当局によれば、現在、およそ二六〇〇万戸（３７）が小規模で養豚を行

っている。二〇一七年、中国（３８）では七億頭の豚が生まれ、豚肉生産量

は五〇〇〇万トン以上だった。中国では豚肉が市民の主要肉食品で、消費肉

類の中では約六二％以上を占める。 

実は、同年、ロシアでは ASFが大流行（３９）した。昨二〇一八年上半期に

入ってからも、ロシア各地で ASFが猛威を振るっている（４０）。 

「米中貿易戦争」勃発後、中国には米国から豚肉が入らなくなった。北京政

府が米国の豚肉に六二％もの高関税をかけた（４１）からである。そこで、

習近平政権は、ロシアから豚肉を輸入した。そのため、ASFがまずロシアから

遼寧省へもたらされた（４２）という。 

中国当局は、一時、①ASFが生きた豚や豚肉の貿易や密輸で国内に入って来

た、②旅行客が ASF のウイルス入り豚肉や餃子・ソーセージ等を国内に持ち

込んだ、③（国際輸送手段＜飛行機内＞での）料理およびその残留物、④野

豚が移動してウイルスをばら撒いた、という説（４３）を唱えていた。 

ただ、中国は広く、その拡散理由がしばらくの間、謎だった。今では（天

津宝迪農業科技股份有限公司傘下にある）「天津恩彼蛋白質公司」の豚飼料の

中に ASF ウイルスが含まれていて拡散したという説が有力視（４４）されて

いる。 
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実際、ASF蔓延の結果、今年（二〇一九年）の春節をひかえ、豚肉の価格は

三〇％も上昇（４５）した。 

中国当局はすでに約八五万頭の豚を殺処分したと公表（４６）している。し

かし、中国には豚が七億頭いるという。仮に、七億頭中、八五万頭を殺処分

しても、たった〇・一二％にすぎない。ひょっとすると、すでに数百万頭あ

るいは数千万頭が殺処分されている可能性があるのではないか。そうでなけ

れば、豚肉の値段が急騰するはずがない。 

台湾における獣医学の権威、頼秀穂は、中国で ASF が完全に撲滅するのに、

数十年もしくは百年かかるだろうと語っている（４７）。 

昨年一二月一日、アルゼンチン・ブエノスアイレス G二〇首脳会議で、米中

首脳会談が実現した。だが、会談前、一一月一六日〜二二日の一週間で、習

近平政権は、米国から豚肉三三四八トンを緊急輸入した（４８）という。更

に、中国は来年の出荷のため、九三八四トンの豚肉を購入（４９）している。 

そして、今年には、養豚の生産力が四〇％～五五％にまで落ち込む事が予測

（５０）されている。 

ところで、台湾の蔡英文政権は、目下、中国発の ASFに戦々恐々としている。

中台間の往来が激しいからである。 

仮に台湾で「アフリカ豚コレラ」が発生・蔓延した場合、被害総額がおよそ

二〇〇〇億台湾元（約七二〇〇億円）にのぼる（５１）という。そのため、

蔡政権は水際で食い止めようとして躍起になっている。 

だが、一般の台湾人や訪台中国人旅行客が、中国大陸から「アフリカ豚コレ

ラ」ウイルス遺伝子入りソーセージ等を持ち込む例が後を絶たない。 

早速、台湾政府は条例を改正し、昨年一二月一八日から、同ウイルスを台湾

に持ち込んだ人には、初回、最低罰金額を二〇万台湾元（約七二万円）へ引

き上げた（以前は五万台湾元＜約一八万円＞）。更に、同ウイルスを二度台湾

へ持ち込んだ人には、最高額一〇〇万台湾元（約三六〇万円）という高額な

罰金を科すと決めた（５２）。 

同日、蔡英文総統は、北京政府に対し、ASFの情況を包み隠さず、公表する

よう呼びかけた。だが、今のところ、習近平政権は、ASFに関する蔡総統の呼

びかけに反応していない。 

一二月三一日、中国福建省対岸の金門島へ ASF に感染して死んだ豚が漂着

（５３）した。年明けの一月四日、やはり死んだ豚が金門島へ流れ着いたが、

幸いにも、こちらは陰性（５４）だった。現在、台湾は全島あげて、ASFへ警

戒を強めているが、今後、台湾で ASFが蔓延しないとも限らないだろう。 
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４．孟晩舟 CFOの逮捕と著名物理学者の自殺 

 

前述の通り、二〇一八年一二月一日、米中首脳会談が行われた。 

当日、意外な所で大事件が起きている。カナダ当局が米国政府の要請を受

け、ファーウェイ（華為技術）の副会長兼 CFOの孟晚舟を逮捕（５５）した。

中国政府はカナダ政府に対し、孟晚舟の“人権”を侵害しているとして、速

やかに釈放するよう要求（５６）している。 

二〇〇九年～二〇一四年、ファーウェイは傘下の香港企業、スカイコムを

通じてイランと取引した。だが、孟晚舟は米金融機関に対し、ファーウェイ

とスカイコムは無関係だと虚偽説明をしたという容疑（５７）をかけられて

いる。今後、孟晚舟はカナダから米国へ移送される予定である。 

ファーウェイは、孟晚舟の父、任正非が一九八七年に創業（５８）した（翌

年、任は総裁に就任）。任正非は、人民解放軍の技術者だった。だが、任は人

前に出たがらなかったので、長い間、謎の人物とされた。 

普通、中華圏では子供達は父親の姓を名乗る。孟晚舟の場合、両親が離婚

したので、母親姓を名乗っていた（５９）。そのため、孟晚舟がファーウェイ

に入社した際、誰も彼女が創業者の娘とは知らなかったという。 

やがて、孟晚舟は役員になった。その時、初めて孟が任正非の娘である事

が知れた。 

その後、孟晚舟容疑者は日本円で約八億五〇〇〇万円を支払い、釈放が認

められ（６０）、孟はブリティッシュ・コロンビアの自宅へ戻った。 

現在、孟はカナダ当局の監視対象になっている。彼女は海外逃亡しないよ

うに、所持していたパスポートはすべて取り上げられ、かつ、居場所を特定

できる GPS を装着された（６１）という（ちなみに、北京政府は、カナダへ

の報復措置として、中国国内のカナダ人二人を拘束した。その後、次々と別

のカナダ人を拘束（６２）し、カナダ政府に孟晚舟を米国に引き渡さないよ

う圧力をかけている）。 

孟晚舟は、少なくとも中国パスポート四本と香港のパスポート三本、合計

七本を所持（６３）していたという。 

目下、各国は次世代通信技術、五 G 開発をめぐり、熾烈な競争を繰り広げ

ている。ファーウェイの場合、自社製品に「スパイウェア」を仕込んでいる

（６４）という。もしこれが事実ならば、あらゆる情報が中国共産党へ流れ

ている（６５）公算が大きい。そこで、米国、英国、豪州、ニュージーラン

ドが、ファーウェイ製品を締め出す方針（６６）を打ち出した。 

結局、米トランプ政権は、知的財産権侵害を理由に、ファーウェイと ZTE
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（中興通訊）を自国市場から締め出すつもりだろう。 

さて、孟晚舟が逮捕された当日、中国系米国人の物理学者、張首晟が飛び

降り自殺をした（６７）（なお、他殺説（６８）もある）。その直前、FBIは張

に事情聴取（６９）を行っていた。同月六日、張首晟の飛び降り自殺が明ら

かになったが、家族は張が鬱病で自殺したとしている。 

一九六三年、張首晟は上海で生まれ、一五歳で復旦大学に入学したエリー

トである。その後、ドイツのベルリン自由大学で修士号を、更に米ニューヨ

ーク州立大学ストーニーブルック校で博士号を取得した。ノーベル物理学賞

に輝いた楊振寧の愛弟子である。 

専門は「量子スピンホール効果」（「スピンホール効果とは電場を試料にか

けるとスピン流がそれに垂直に誘起される」（７０））である。 

張首晟は若干三〇歳で米カルフォルニアの名門、スタンフォード大学の教

授に就任（７１）している。また、張首晟は、米アカデミー院士、中国アカ

デミー海外院士であり、ノーベル賞に近いとも言われていた。他方、張は、

二〇〇九年、北京の「千人計画」（中国系の科学者を集め、中国の科学発展に

寄与）の一人に選ばれている。 

ところが、二〇一三年、順風満帆だった張首晟の人生に大きな転機が訪れ

た。中関村発展集団（北京市政府が投資した国有企業）が、交流のためと称

しスタンフォード大学を訪問したのである。 

その際、張首晟と中関村発展との間でとんとん拍子に話が進み、丹華資本

（ベンチャー・キャピタル）が創設された。基金管理人は丹晟創業投資管理

（北京）有限公司が、法人代表は張の学生であった助手の谷安佳がなってい

る。 

丹華資本は「中国製造二〇二五」の重要項目である量子コンピュータ、AI

（人工知能）、バーチャル・リアリティ（仮想現実）、ビッグデータ、ブロッ

クチェーン（分散型台帳技術で、一度記録すると、ブロック内のデータを遡

及的には変更不可能な仕組み）等への投資を行っている。 

昨年一一月二〇日、米国が発表した最新版「三〇一調査報告」中、丹華資

本もリストに入っていた（７２）。米当局からマークされていたのである。 

丹華資本（７３）は、データ管理・セキュリティ会社、米 Cohesity社に投

資していた。同社は、米エネルギー省や米空軍を顧客としている。また、丹

華資本は、最初にドローンを開発した米 Flirtey社にも投資していた。 

実は、ファーウェイと丹華資本とは、複雑な関係で結ばれていた（７４）

という。 

華為投資控股（ホールディング）有限公司は、国創開元股権投資基金に投
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資し、同基金は北京紅杉信遠股権投資中心に投資し、同中心は北京拱頂石（ア

ーチストーン）科技有限公司に投資している。同公司の監事である許維婭は、

丹晟創投公司の監事でもあった。 

一方、丹晟投資基金中心は、北京昌平中小零細企業双創発展基金有限公司

へ投資し、昌平公司は北京智行者科技有限公司へ投資し、智行者公司は広州

信徳創業営股権投資グループ企業と珠海広発信徳科技文化産業股権投資基金

へ投資している。この二社への投資者こそ、徐文偉というファーウェイの取

締役だった。 

 

５．「米中貿易戦争」の本質 

 

かつて米国は世界戦略上、ソ連邦と戦うため、長年にわたり中国を経済的・

軍事的に支援（７５）してきた。そして、ソ連邦崩壊後、一時、米国は唯一

の超大国として世界に君臨した。だが、新興の中国が、米国の覇権に挑戦し

始めたのである。 

二〇一三年、オバマ米大統領は「もはや米国は世界の警察官ではない」

（“America is not the world’s policeman.”）（７６）と宣言した。これは、

いわば「パクス・アメリカーナ」(アメリカによる＜世界＞平和)の終焉を示

唆したものである。現行の世界秩序を担ってきたアメリカが、その役割を終

えようとしていた。 

一方、中国では、二〇一二年秋、習近平総書記（後に兼国家主席）が「中

国の夢」である「中華民族の偉大なる復興」（７７）を掲げて登場した。これ

は、大清帝国の復活を目指し、「パクス・シニカ」(中国のよる＜世界＞平和)

を志向する戦略だった。歴史的に、既存の覇権国である米国と新しく覇権国

を目指す中国との間の覇権争いは、必然だったのかもしれない。 

けれども、覇権国を目指す中国は西側の自由主義・民主主義・法の遵守・

人権尊重等をほとんど無視し、「前近代」的な価値観で世界制覇を目指してい

る。いくら西側諸国（特に米国）が中国の巨大市場（かつては安価な労働力）

に魅せられても、茅于軾（天則経済研究所名誉理事長、人文経済学会理事長）

が指摘したように「国際ルールを遵守しない」（７８）国家が世界制覇するの

を座視できないだろう。 

そこで、米国が中国の前に敢然と立ちはだかったのである。二〇一六年、

米大統領選挙で、共和党のドナルド・トランプ候補が「再びアメリカを偉大

にする」(“Make America great again”＝MEGA)というキャンペーンを展開

した。そして、トランプは大統領就任（７９）後、MEGA を掲げ、中国に対決
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姿勢を見せている。 

ただ、この中国の台頭を擁護する研究者もいる。例えば、鄭永年（シンガ

ポール国立大学東アジア研究所所長）である。鄭は、米国こそが中国に対し

「冷戦思考」に陥っていると批判（８０）する。 

習近平政権は「中国製造二〇二五」（８１）を標榜し「集中と選択」を行い、

AI(人工知能)や通信機器等の先端的分野で、米国を凌駕しようとした。後者

では、通信機器メーカー、ファーウェイ（華為技術）や ZTE（中興通訊）が象

徴的存在である。 

カナダにおける孟晚舟ファーウェイ CFO 兼副会長の逮捕劇は、以上の文脈

から捉えられるべきではないか。すなわちトランプ政権は、そう簡単に米国

は中国に覇権を渡さないという意思表示に他ならない。 

実は、習近平政権が誕生してしばらくすると、胡鞍鋼（清華大学公共管理

学院教授）らが、「すでに中国は米国を凌駕している」と声高に叫び始めた（８

２）のである。 

中国が、一部の分野で米国と肩を並べるほど力をつけているのは事実かも

しれない。しかし、総合力では、確実に未だ米国に劣る（８３）だろう。そ

こで、中国は、一日も早く米国にキャッチアップするため、西側の技術を盗

む。 

ところが、習近平政権は何を勘違いしたのか、胡鞍鋼らの主張に乗せられ

て、米国に対し科学技術や軍事的分野でチャレンジを開始した。 

もし習政権が胡錦濤政権の掲げていた「平和的台頭」（８４）を看板にして、

もう少し慎重に行動し、かつ我慢(「韜光養晦」＝脳ある鷹は爪を隠す。元来、

鄧小平の外交路線)（８５）していたとしよう。そうすれば、米国をはじめ西

側諸国は、北京の世界戦略（米国に代わって覇権国になる）を見抜くのは難

しかったかもしれない。 

ところで、昨年一〇月四日、米ペンス副大統領がハドソン研究所で歴史的

な演説を行った（８６）。歴代米政権の対中国政策を一変させる事実上の「対

中宣戦布告」と言っても過言ではない。「現代版ハル・ノート」である。 

既述の如く、米歴代政権は中国の「改革・開放」以来、同国へ経済・軍事

援助を積極的に行っていた。だが、習近平登場してから、中国が急激に「左

傾化」（日本語と真逆で“保守化”の意味）した。 

オバマ政権時代、米国は、中国の「左傾化」に対し、すでにある程度の危

機感を抱いていた。だが、オバマ大統領は、中国に対し、必ずしも強硬路線

を採らなかった。 
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トランプが大統領に就任以来、ワシントンは対中強硬の姿勢を取るように

なったのである。また、陳志武（香港大学アジア地球研究所所長）が指摘し

たように、連邦議会でも共和党はもとより、民主党でさえ習近平政権に対し

て厳しく対処する（８７）ようになった。 

中国は自分の身の丈を知らず、米国に対し時期尚早の行動を起こしてしま

った。そのため、米国に徹底的に叩かれる事態に陥っている。勇み足だった

観は否めない。 

 

６．おわりに 

 

最後に、現在の「米中貿易戦争」状況について触れておきたい。ブエノス

アイレス G 二〇の米中首脳会議で、トランプ政権は、習近平政権に二〇一九

年元旦からの中国製品（二〇〇〇億米ドル相当＜約二二兆円＞）に対する制

裁的関税一〇％～二五％引き上げを控え、九〇日間の“猶予”を与えた（そ

れでも北京が知的財産権侵害を止めない場合には、ワシントンは中国に制裁

関税を課す予定である）（８８）。 

そこで、中国側が米国に譲歩せざるを得なかった。早速、北京政府は、米

国産大豆を一五〇万トン(およそ五億米ドルに相当)以上購入（８９）した。

他方、中国は米国産自動車・部品にかける二〇一九年元旦から一五％から四

〇％へ報復関税を一時凍結（９０）するという（実施は今年三月末）。 

つまり、「米中貿易戦争」で中国側が完全に折れた形となった。事実上の“敗

北”である。北京は、もはや景気悪化が内外に覆い尽くせない状況へ陥った。

そのため、習近平政権は、ついに“面子”をかなぐり捨てたのではないか。 
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